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生 年 月 日：昭和６０年１月２５日




































とよ た けん じ
氏 名：豊田健二
生 年 月 日：昭和３２年２月２０日
出 身 大 学：埼玉医科大学
所 属：徳島市医師会在宅連
携委員会


































いま だ く み こ
氏 名：今田久美子
生 年 月 日：昭和６１年１１月２２日































生 年 月 日：昭和６０年６月１９日



























生 年 月 日：昭和６０年１０月１６日
出 身 大 学：兵庫医科大学
所 属：徳島大学卒後臨床研
修センター
研 究 内 容：Trastuzumab単剤療法により partial re-
sponse（PR）が得られた切除不能進行
胃癌の１例
受賞にあたり：
この度は徳島医学会第１１回若手奨励賞に選考していた
だき誠にありがとうございます。選考してくださいまし
た先生方，並びに関係者各位の皆様に深く感謝申し上げ
ます。
現在わが国における死因の第１位は悪性新生物であり，
その中でも胃癌の罹患率は日本人男性では第１位，女性
でも乳癌に次いで第２位です。死亡率が減少してきたた
めに『減ってきた』と勘違いされていますが，まだまだ
一番多い癌であることに変わりはありません。
２０１１年に乳癌で使われている分子標的薬のトラスツズ
マブ（ハーセプチン）が，「HER２過剰発現が確認され
た治癒切除不能な進行・再発胃癌」に対しても承認され
ました。HER２陽性の切除不能な進行再発の胃癌・食
道胃接合部癌の初回治療例を対象に，主評価項目を全生
存期間として，コントロール群である５‐FU＋シスプラ
チンあるいはカペシタビン＋シスプラチン療法に対する
トラスツズマブを上乗せした治療法の優越性を検証した
ToGA試験ではトラスツズマブ併用群の優越性が証明さ
れました。したがって，現在は HER２陽性進行胃癌に
対してトラスツズマブ併用療法が標準と考えられていま
す。これによって胃癌も乳癌と同様，HER２陽性と HER
２陰性に分けて治療戦略が考えられるようになりました。
しかし，胃癌においては HER２の陽性率は１３～２２％と
決して高くなく，今後，HER２以外の有力な biomarker
の探索が望まれています。
近年癌治療の薬物療法は目覚ましい勢いで進歩してい
ます。また，分子生物学の進歩に伴い発癌・増殖・転移
等のメカニズムが解明され，どの分子を抑えれば増殖・
転移を抑制できるか分かってきて，それを抑える薬物（分
子標的薬剤）が開発・臨床現場に導入されつつあります。
恐らく今後１０年以上は新薬の導入が続き，これまで治療
不能であった癌にも薬物療法が有効になってくる可能性
が高いと言えます。今回われわれは Trastuzumab単剤
療法が著効した切除不能進行胃癌の１例を経験しました。
進行胃癌に対して Trastuzumab単剤で治療効果を認め
た症例は PudMedで検索したところ２例だけであり，
現在までに報告されている T-mab単剤で効果を認めた
進行胃癌の２症例と自験例では男性である点や HER２
染色が強陽性である点は共通点として認められますが，
年齢や，組織型などはばらばらであり，今後症例数を増
やした検討が必要であると考えています。
最後になりましたが，今回このような貴重な症例と発
表の機会を与えてくださり，ご指導・ご支援いただきま
した高岡先生，消化器内科の先生方に心より感謝申し上
げます。
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